
課題とした理由（発表時の説明から） 

 
 
 
  
・災害時の連絡体制づくり 

  ・避難場所の周知徹底 

・一人暮らし高齢者、老人ホーム等大型施設→避難方法のマニュアルづくり 

 ・情報連絡体制の構築 

・災害時の情報収集と伝達方法 
・災害時の情報伝達検討（携帯は使えるの？） 
 

 
 
 
・災害時には携帯電話が使えなくなることがあるので、どのように情報を伝えるかについ

てはかなり難しい問題ではないかと思う。 

 

・阪神大震災の時には一時的に情報が混乱したと聞いたが、正しい情報があれば冷静にな

れるのではないかと思う。 

 

・情報を正しく理解し、捉えた上で、各々が出来ることをやっていくことが現実的ではな

いかと思う。 

 

・災害時には何よりも情報が必要である。しかし、災害で崩壊され情報を得ることができ

なくなる場合も想定されるので、その場合にはどうしたらよいかを話し合っておくこと

も必要だと思う。 

 
 

災害時の情報共有（収集） 
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